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(57)【要約】
【課題】簡易な構造でランプハウジングに対して確実に
固定されるランプ保持用金具、及びこれを備えたランプ
ユニット、及びこれを備えた投写型映像表示装置を提供
する。
【解決手段】映像表示用の光源であるランプ３を、ラン
プ３が収容されるランプハウジング４の内部において保
持するランプ保持用金具５は、ランプハウジング４の内
壁４ｂとランプ３とに挟まれるとともに弾性を有する弾
性部５３ｂと、ランプハウジング４を貫通する開口４２
ｂに差し込まれるとともにランプハウジング４の外壁４
ａに引っ掛けられる掛止部５３ｃとを有する。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像表示用の光源であるランプを、このランプが収容されるランプハウジングの内部に
おいて保持するランプ保持用金具であって、
　前記ランプハウジングの内壁と前記ランプとに挟まれるとともに弾性を有する弾性部と
、前記ランプハウジングを貫通する開口に差し込まれるとともに前記ランプハウジングの
外壁に引っ掛けられる掛止部とを有する
　ことを特徴とするランプ保持用金具。
【請求項２】
　請求項１に記載のランプ保持用金具と、発光管及びリフレクタを含む前記ランプと、こ
のランプが収容された前記ランプハウジングとを備えるランプユニットであって、
　前記弾性部が前記ランプハウジングの内壁と前記ランプとに挟まれることにより、前記
掛止部が前記ランプハウジングの外壁に押しつけられて引っ掛けられている
　ことを特徴とするランプユニット。
【請求項３】
　前記掛止部は、前記ランプハウジングの外壁に当たって接する当接部と、前記開口に差
し込まれるとともに、前記弾性部と前記当接部とを接続する接続部とを有している
　ことを特徴とする請求項２に記載のランプユニット。
【請求項４】
　前記弾性部が前記ランプハウジングの内壁と前記ランプとに挟まれることによって、前
記ランプハウジングの内部に引っ張る力が前記接続部に作用して、前記接続部を介して前
記弾性部に接続されている前記当接部が、前記ランプハウジングの外壁に対して押しつけ
られている
　ことを特徴とする請求項３に記載のランプユニット。
【請求項５】
　請求項２～４のいずれか一項に記載のランプユニットを備え、前記ランプを映像表示用
の光源として用いることを特徴とする投写型映像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、ランプハウジング内においてランプを保持するためのランプ保持用金具、
これを備えたランプユニット、及びこれを備えた投写型映像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　映像表示用の光源であるランプを備えた投写型映像表示装置において、ランプを覆うラ
ンプハウジングに対してランプを設けるとともに、ランプハウジングに対してランプが固
定された状態が保持されるために、ランプを保持するランプ保持用金具を用いることが知
られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１に記載される投写型表示装置であるプロジェクタにおいては、ランプハウジ
ングに第１板バネをランプ保持用金具として取り付けることが開示されている。第１板バ
ネは、ランプハウジングの側面部の内面の位置決め面にリフレクタを付勢する金属の一体
成形によって形成されている。また、第１板バネは、ランプハウジングの側面部に係合さ
せる部分であるバネ係合部と、同側面部に設けられた穴に入る部分である固定部とを備え
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２８７８１２号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載される構成においては、ランプハウジングに対するラ
ンプ保持用金具の固定が確実でない。即ち、第１板バネの固定部がランプハウジングの側
面部の穴に入ったとしても、弾性を有する第１板バネ自体が変形することにより、ランプ
ハウジングの側面部の穴から第１板バネの固定部が抜けるおそれがある。その結果、ラン
プハウジングの側面部の上端が第１板バネのバネ係合部により挟まれていても、第１板バ
ネが上方に移動するとランプハウジングから第１板バネが外れるおそれがある。ねじ等の
固定具を用いてランプ保持用金具を固定することもできるが、固定具を用いる場合には、
部品点数が増えるため複雑な構成となる。
【０００６】
　本発明は、こうした実情に鑑みてなされたものであり、その目的は、簡易な構造でラン
プハウジングに対して確実に固定されるランプ保持用金具、及びこれを備えたランプユニ
ット、及びこれを備えた投写型映像表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　以下、上記目的を達成するための手段及びその作用効果について記載する。
　請求項１に記載の発明は、映像表示用の光源であるランプを、このランプが収容される
ランプハウジングの内部において保持するランプ保持用金具であって、前記ランプハウジ
ングの内壁と前記ランプとに挟まれるとともに弾性を有する弾性部と、前記ランプハウジ
ングを貫通する開口に差し込まれるとともに前記ランプハウジングの外壁に引っ掛けられ
る掛止部とを有することを特徴とする。
【０００８】
　上記構成によれば、ランプ保持用金具は、ランプハウジングの内壁とランプとに挟まれ
るとともに弾性を有する弾性部と、ランプハウジングを貫通する開口に差し込まれるとと
もにランプハウジングの外壁に引っ掛けられる掛止部とを有している。このため、掛止部
が、ランプハウジングの開口に差し込まれてランプハウジングの外壁に引っ掛けられるこ
とにより、ランプハウジングに対してランプ保持用金具が確実に固定される。即ち、ラン
プハウジングを貫通する開口に差し込まれた掛止部は、ランプハウジングの外壁に引っ掛
からない状態にしないと、ランプハウジングの開口から抜くことができない。従って、ラ
ンプ保持用金具の一部である掛止部の移動は、ランプハウジングの開口により確実に規制
され、ランプハウジングに対してランプ保持用金具が確実に固定される。また、ねじ等の
固定具を用いずにランプ保持用金具を簡易な構造で固定することができ、部品点数の削減
等も図ることができる。従って、ランプ保持用金具を簡易な構造でランプハウジングに対
して確実に固定することができる。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のランプ保持用金具と、発光管及びリフレク
タを含む前記ランプと、このランプが収容された前記ランプハウジングとを備えるランプ
ユニットであって、前記弾性部が前記ランプハウジングの内壁と前記ランプとに挟まれる
ことにより、前記掛止部が前記ランプハウジングの外壁に押しつけられて引っ掛けられて
いることを特徴とする。
【００１０】
　上記構成によれば、ランプユニットは、請求項１に記載のランプ保持用金具を備え、弾
性部がランプハウジングの内壁とランプとに挟まれることにより、掛止部がランプハウジ
ングの外壁に押しつけられて引っ掛けられている。このため、ランプ保持用金具の弾性部
がランプハウジングの内壁とランプとに挟まれることによって、ランプハウジングに対し
てランプ保持用金具が確実に固定され、ランプの光軸を適切に位置決めすることができる
。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載のランプユニットにおいて、前記掛止部は、
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前記ランプハウジングの外壁に当たって接する当接部と、前記開口に差し込まれるととも
に、前記弾性部と前記当接部とを接続する接続部とを有していることを特徴とする。
【００１２】
　上記構成によれば、掛止部は、ランプハウジングの外壁に当たって接する当接部と、ラ
ンプハウジングを貫通する開口に差し込まれるとともに、弾性部と当接部とを接続する接
続部とを有している。このため、接続部に、ランプハウジングの内部に引っ張る力を作用
させることにより、接続部に接続された当接部を、ランプハウジングの外壁に向けて押し
つけることができる。
【００１３】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載のランプユニットにおいて、前記弾性部が前
記ランプハウジングの内壁と前記ランプとに挟まれることによって、前記ランプハウジン
グの内部に引っ張る力が前記接続部に作用して、前記接続部を介して前記弾性部に接続さ
れている前記当接部が、前記ランプハウジングの外壁に対して押しつけられていることを
特徴とする。
【００１４】
　上記構成によれば、弾性部がランプハウジングの内壁とランプとに挟まれることによっ
て、ランプハウジングの内部に引っ張る力が接続部に作用して、接続部を介して弾性部に
接続されている当接部が、ランプハウジングの外壁に対して押しつけられている。このた
め、弾性部と当接部とを接続する接続部に作用する力が、当接部をランプハウジングの外
壁に押しつける力となる。
【００１５】
　請求項５に記載の発明は、請求項２～４のいずれか一項に記載のランプユニットを備え
、前記ランプを映像表示用の光源として用いることを特徴とする。
　上記構成によれば、投写型映像表示装置は、請求項２～４のいずれか一項に記載のラン
プユニットを備え、ランプを映像表示用の光源として用いる。このため、映像の光軸を適
切に設けることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、ランプ保持用金具を簡易な構造でランプハウジングに対して確実に固
定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】（ａ）及び（ｂ）は、本発明の一実施形態に係る投写型映像表示装置であるプロ
ジェクタを示す斜視図。
【図２】（ａ）及び（ｂ）は、同実施形態に係るプロジェクタが備えるランプユニットを
示す斜視図。
【図３】（ａ）及び（ｂ）は、同実施形態に係るランプユニットに含まれるランプを示す
斜視図。
【図４】（ａ）及び（ｂ）は、同実施形態に係るランプユニットに含まれるランプハウジ
ングを示す斜視図。
【図５】同実施形態に係るランプハウジングを示す図であって、（ａ）は上面図、（ｂ）
及び（ｃ）は側面図、（ｄ）は下面図。
【図６】同実施形態に係るランプハウジングに設けられるランプ保持用金具を示す図であ
って、（ａ）は斜視図、（ｂ）は前方から見た正面図。
【図７】同実施形態に係るランプハウジングにランプ保持用金具が設けられた状態を示す
斜視図。
【図８】同実施形態に係るランプハウジングにランプ保持用金具が設けられた状態を示す
断面図及びその部分拡大図。
【図９】同実施形態に係るランプ保持用金具によりランプの固定が保持された状態を示す
斜視図。
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【図１０】同実施形態に係るランプ保持用金具によりランプの固定が保持された状態を示
す断面図及びその部分拡大図。
【図１１】同実施形態に係るランプハウジングに対する外枠部材の取付を説明するための
斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明を具体化した一実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、以
下の説明において、上方及び下方を含む上下方向は、図中において矢印Ｚが示す方向であ
って、上下方向は鉛直方向に限定されない。また、上下方向に直交する前方及び後方を含
む前後方向を、図中において矢印Ｘで示すとともに、上下方向及び前後方向に直交する右
方及び左方を含む左右方向を、図中において矢印Ｙで示す。
【００１９】
　図１（ａ）及び（ｂ）に示すように、プロジェクタ１は、電子部品や光学部品等を内蔵
する筐体１０を備えた投写型映像表示装置であって、スクリーンや壁等に映像を投写して
表示する。筐体１０には、筐体１０の内部を開放及び閉鎖するランプカバー１１が設けら
れている。
【００２０】
　開閉するランプカバー１１は、図１（ａ）に示す閉状態と、図１（ｂ）に示す開状態と
に遷移する。図１（ｂ）に示すように、筐体１０の内部にはランプユニット２が設けられ
る。ランプカバー１１が開状態となることにより、筐体１０の内部に設けられたランプユ
ニット２を取り外すこと、及び、筐体１０の内部にランプユニット２を取り付けることが
できる。即ち、ランプユニット２が交換できるように構成されている。
【００２１】
　図２（ａ）及び（ｂ）に示すように、ランプユニット２に含まれるランプ３は、箱形の
ランプハウジング４に収容される。図３に、図２に示したランプハウジング４の図示を省
略して、ランプ３の斜視図を示す。また、図４及び図５に、ランプハウジング４のみを図
示する。
【００２２】
　図３（ａ）及び（ｂ）に示すように、映像表示用の光源であるランプ３は、放電により
発光する発光管３１と、発光管３１が発した光を前方に反射するリフレクタ３２と、発光
管３１を支持する発光管支持部材３３と、リフレクタ３２の前側端部に設けられたカバー
ガラス３４とを備える放電ランプである。
【００２３】
　発光管３１には、例えば水銀、及びハロゲンガスまたはハロゲン化物の混合物である発
光体が封入されている。ランプ３に供給される電力により、発光管３１に封入された発光
体に高電圧が付加されて、発光管３１の内部で絶縁破壊が生じることによって放電が発生
する。このようにして発光管３１の内部で放電が発生することにより、ランプ３は光を発
する。発光管３１は前後方向に延びた形状を有している。発光管３１の一部はリフレクタ
３２に挿入されて、発光管３１の中央部及び前側端部がリフレクタ３２の内部に設けられ
、発光管３１の後側端部はリフレクタ３２の外部に設けられている。
【００２４】
　リフレクタ３２は、発光管３１が発した光を反射する反射鏡であって、発光管３１を覆
うように設けられている。図３（ａ）に示すリフレクタ３２の上側端面３２ａと右側端面
３２ｂ、及び図３（ｂ）に示すリフレクタ３２の左側端面３２ｃは、平らに形成されてい
る。平面として形成されている上側端面３２ａ及び右側端面３２ｂ及び左側端面３２ｃは
、図２に示すランプハウジング４に対して押さえつけられる面である。
【００２５】
　発光管支持部材３３は、リフレクタ３２の外部であって、リフレクタ３２の後側端部に
設けられている。発光管支持部材３３が発光管３１の後側端部を支持することにより、リ
フレクタ３２に対する発光管３１の固定が保持されている。
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【００２６】
　リフレクタ３２の前側端面に設けられたカバーガラス３４は、リフレクタ３２とともに
発光管３１を覆うように設けられている。発光管３１の前方に設けられたカバーガラス３
４により、発光管３１が破裂した場合であって、発光管３１の破片が飛散することが抑制
されている。また、図３（ａ）に示すように、リフレクタ３２の前端の一部は、後方に窪
ませて設けられ、カバーガラス３４と後方に窪んだリフレクタ３２の前端とにより通気口
３５が形成されている。本実施形態においては、ランプ３の上下左右に通気口３５が設け
られている。
【００２７】
　ランプ３には、図１に示す筐体１０の内部に設けられた電源回路（図示略）からランプ
３に電力を供給するためのケーブル３６が接続されている。ケーブル３６は、例えば、図
３（ａ）に示すようにリフレクタ３２にねじ止めにより接続されるとともに、図３（ｂ）
に示すように発光管支持部材３３にねじ止めにより接続されている。ケーブル３６は、電
線と、この電線を被覆する絶縁材とにより構成された柔軟なコードである。ケーブル３６
の一端はランプ３に接続されるとともに、ケーブル３６の他端にはコネクタ３７が設けら
れている。コネクタ３７が、図２に示すランプハウジング４の所定の位置に対して固定さ
れるように、ケーブル３６は十分な長さを有している。
【００２８】
　コネクタ３７は、筐体１０の内部にランプユニット２が取り付けられることにより、図
１に示す筐体１０の内部に設けられたコネクタ（図示略）と接続される。このようにして
、筐体１０の内部に設けられた電源回路とケーブル３６とが電気的に接続されて、電源回
路からケーブル３６を介してランプ３に発光管３１が放電するための電力が供給可能とな
る。なお、図中において、放電を生じさせるために発光管３１の内部に設けられた電極、
及びこの電極とケーブル３６を構成する電線とを接続する電極線の図示は省略されている
。
【００２９】
　図４（ａ）及び（ｂ）に示すように、図３に示すランプ３が収容されるランプハウジン
グ４は、ランプ３の左右方向及び上方及び後方を覆うように形成されている。即ち、ラン
プハウジング４は、左右方向において間隔を空けて設けられた右側壁部４１及び左側壁部
４２と、右側壁部４１及び左側壁部４２の各々の上側端部を接続する上側壁部４３と、図
４（ｂ）に示す、右側壁部４１及び左側壁部４２及び上側壁部４３の各々の後側端部を接
続する後側壁部４４とを有している。また、ランプハウジング４は、右側壁部４１及び左
側壁部４２及び上側壁部４３の各々の前側端部を接続するとともに、開口４５ａが形成さ
れた前側壁部４５を有している。開口４５ａは、ランプハウジング４の内部に収容された
ランプ３が発する光を、ランプハウジング４の内部から外部に通すための開口である。
【００３０】
　図５を参照しながら、ランプハウジング４が有する壁部４１～４５の各々を説明する。
　図５（ｃ）に示すように、右側壁部４１には、ランプハウジング４を貫通する開口４１
ａ，４１ｂが形成されている。開口４１ａは、ランプハウジング４にランプ３が収容され
たときに、右方から見て、ランプ３の右側端部に設けられた通気口３５と重なる位置に設
けられている。また、開口４１ａよりも下方に設けられた開口４１ｂは、右側壁部４１に
より構成されるランプハウジング４の外壁４ａにおいて開口するとともに、図６に示すラ
ンプ保持用金具５の下側端部が差し込まれる位置に設けられている。
【００３１】
　また、図５（ｂ）に示すように、左側壁部４２には、右側壁部４１と同様に、ランプハ
ウジング４を貫通する開口４２ａ，４２ｂが形成されている。開口４２ａは、ランプハウ
ジング４にランプ３が収容されたときに、左方から見て、ランプ３の左側端部に設けられ
た通気口３５と重なる位置に設けられている。また、開口４２ａよりも下方に設けられた
開口４２ｂは、左側壁部４２により構成されるランプハウジング４の外壁４ａにおいて開
口するとともに、開口４１ｂと同様に、図６に示すランプ保持用金具５の下側端部が差し
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込まれる位置に設けられている。
【００３２】
　図５（ａ）に示すように、上側壁部４３には、ランプユニット２の交換作業を行う作業
者がランプハウジング４を掴みやすいように把持部４３ａが形成されている。図５（ｂ）
に示すように、把持部４３ａは、ランプハウジング４の一部を上方に突出させて設けられ
ている。
【００３３】
　図５（ｄ）に示すように、後側壁部４４及び前側壁部４５は、前後方向において間隔を
空けて設けられている。前側壁部４５にはランプ３の前端が押しつけられる。後側壁部４
４は、ランプハウジング４にランプ３が収容されたときであっても、ランプ３の後側端部
と間隔が空くように設けられている。具体的には、ランプユニット２の組み立て作業を行
う作業者が、その手やドライバをランプ３と後側壁部４４との間に入れることができるよ
うに構成されている。
【００３４】
　本実施形態においては、ランプハウジング４に収容されたランプ３は、図６に示すラン
プ保持用金具５を用いて、ランプハウジング４に対して保持される。
　図６（ａ）及び（ｂ）に示すように、ランプ保持用金具５は、左右方向に延びる平板状
の基部５１と、基部５１に対して屈曲させて形成されるとともに基部５１の右側端部に接
続された右側保持部５２と、基部５１に対して屈曲させて形成されるとともに基部５１の
左側端部に接続された左側保持部５３とを有している。
【００３５】
　基部５１の前側端部であって、かつ、基部５１の左側端部及び右側端部には、前後方向
において弾性を有する弾性部５１ａが設けられている。弾性部５１ａは、基部５１に対し
て下方に屈曲させて形成されている。また、基部５１の前端の一部は、前方に突出させて
形成されている。また、図６（ａ）に示すように、基部５１には貫通孔５１ｂが設けられ
ている。この貫通孔５１ｂは、図５（ｄ）に示す上側壁部４３に形成された突起４３ｂに
嵌められる。
【００３６】
　平板状の右側基部５２ａを有する右側保持部５２には、左右方向において弾性を有する
弾性部５２ｂが設けられている。弾性部５２ｂは、その中央部分が左方に膨らんだ湾曲部
を含む部位である。弾性部５２ｂは、右側基部５２ａの一部と前後方向において間隔を空
けて上下方向に延びるとともに、弾性部５２ｂの上側端部及び下側端部が右側基部５２ａ
に接続されている。また、右側基部５２ａの前端の一部は、前方に突出させて形成されて
いる。
【００３７】
　また、右側保持部５２の下側端部には、図５（ｃ）に示す開口４１ｂに差し込まれると
ともにランプハウジング４の外壁４ａに引っ掛けられる掛止部５２ｃが設けられている。
掛止部５２ｃは、ランプハウジング４の外壁４ａに当たって接する当接部５２ｄと、開口
４１ｂに差し込まれるとともに、右側基部５２ａ及び弾性部５２ｂと当接部５２ｄとを接
続する接続部５２ｅとにより構成されている。
【００３８】
　平板状の左側基部５３ａを有する左側保持部５３には、左右方向において弾性を有する
弾性部５３ｂが設けられている。弾性部５３ｂは、その中央部分が右方に膨らんだ湾曲部
を含む部位である。弾性部５３ｂは、左側基部５３ａの一部と前後方向において間隔を空
けて上下方向に延びるとともに、弾性部５３ｂの上側端部及び下側端部が左側基部５３ａ
に接続されている。また、左側基部５３ａの前端の一部は、前方に突出させて形成されて
いる。
【００３９】
　また、左側保持部５３の下側端部には、図５（ｂ）に示す開口４２ｂに差し込まれると
ともにランプハウジング４の外壁４ａに引っ掛けられる掛止部５３ｃが設けられている。
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掛止部５３ｃは、ランプハウジング４の外壁４ａに当たって接する当接部５３ｄと、開口
４２ｂに差し込まれるとともに、左側基部５３ａ及び弾性部５３ｂと当接部５３ｄとを接
続する接続部５３ｅとにより構成されている。
【００４０】
　以下、図７～図１０を参照しながら、ランプ３がランプ保持用金具５により保持された
ランプユニット２の組み立て工程の一例を説明する。
　図７及び図８に示すように、ランプハウジング４には、ランプ３が収容される前に、ラ
ンプ保持用金具５が設けられる。
【００４１】
　図８に示すように、ランプハウジング４にランプ保持用金具５が取り付けられたとき、
掛止部５２ｃは開口４１ｂに差し込まれるとともに、掛止部５３ｃは開口４２ｂに差し込
まれた状態となる。このとき、ランプハウジング４の内部から掛止部５２ｃ，５３ｃを開
口４１ｂ，４２ｂに差し込まれるが、当接部５２ｄ，５３ｄがランプハウジング４の内壁
４ｂと干渉しないように、右側保持部５２及び左側保持部５３の全体をしならせる。接続
部５２ｅ，５３ｅが開口４１ｂ，４２ｂに差し込まれることにより、掛止部５２ｃ，５３
ｃが、ランプハウジング４の外壁４ａに引っ掛かる状態となる。
【００４２】
　そして、図９及び図１０に示すように、ランプ保持用金具５が取り付けられたランプハ
ウジング４に、ランプ３が下方から入れられる。このようにして、ランプハウジング４に
ランプ３が収容される。
【００４３】
　図１０に示すように、ランプハウジング４にランプ３が収容されたとき、弾性部５２ｂ
が、右側壁部４１により構成されるランプハウジング４の内壁４ｂとランプ３とに挟まれ
るとともに、弾性部５３ｂが、左側壁部４２により構成されるランプハウジング４の内壁
４ｂとランプ３とに挟まれた状態となる。本実施形態においては、弾性部５２ｂは、内壁
４ｂとリフレクタ３２の右側端面３２ｂとに挟まれるとともに、弾性部５３ｂは、内壁４
ｂとリフレクタ３２の左側端面３２ｃとに挟まれる。このとき、弾性部５２ｂが内壁４ｂ
とランプ３とに挟まれることによって、ランプハウジング４の内部に引っ張る力が接続部
５２ｅに作用して、接続部５２ｅを介して弾性部５２ｂに接続されている当接部５２ｄが
、右側壁部４１により構成されるランプハウジング４の外壁４ａに対して押しつけられる
。同様に、弾性部５３ｂが内壁４ｂとランプ３とに挟まれることによって、ランプハウジ
ング４の内部に引っ張る力が接続部５３ｅに作用して、接続部５３ｅを介して弾性部５３
ｂに接続されている当接部５３ｄが、左側壁部４２により構成されるランプハウジング４
の外壁４ａに対して押しつけられる。
【００４４】
　即ち、図８の部分拡大図に示すように、ランプ３がランプハウジング４に収容されてい
ない状態においては、当接部５３ｄが外壁４ａに引っ掛かった状態は維持されないが、図
１０の部分拡大図に示すように、ランプ３がランプハウジング４に収容された状態におい
ては、当接部５３ｄが外壁４ａに引っ掛かった状態が維持される。なお、同様に、ランプ
３がランプハウジング４に収容されていない状態においては、当接部５２ｄが外壁４ａに
引っ掛かった状態は維持されず、ランプ３がランプハウジング４に収容された状態におい
ては、当接部５２ｄが外壁４ａに引っ掛かった状態が維持される。従って、ランプ保持用
金具５は、右側保持部５２でランプ３の右側端部を保持するとともに、左側保持部５３で
ランプ３の左側端部を保持する。
【００４５】
　また、本実施形態においては、ランプハウジング４にランプ３が収容されたとき、リフ
レクタ３２の上側端部であって、かつ、リフレクタ３２の右側端部及び左側端部が、図６
に示す弾性部５１ａにより前方に押さえつけられる。即ち、ランプ３の上側端部がランプ
ハウジング４の前側壁部４５に押さえつけられている。このようにして、本実施形態にお
いては、ランプ保持用金具５は、ランプ３を左右方向においてランプハウジング４に押さ
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えつけるとともに、ランプ３を前後方向においてランプハウジング４に押さえつけている
。
【００４６】
　図１１に示すように、ランプハウジング４にランプ３が収容された後に、ランプ３の通
気口３５に差し込まれる風向調整部材６と、ランプ３の脱落を防止する外枠部材７とがラ
ンプハウジング４に取り付けられる。
【００４７】
　金属板により形成された風向調整部材６は、通気口３５に差し込まれて、ランプ３の内
部に向けて延びる風向板６１を含んでいる。本実施形態においては、ランプ３の右側端部
に設けられた通気口３５と、ランプ３の左側端部に設けられた通気口３５とに、それぞれ
風向調整部材６が設けられている。従って、右側端部に設けられた通気口３５を通してラ
ンプ３内に冷却風が流入する場合であっても、左側端部に設けられた通気口３５を通して
ランプ３内に冷却風が流入する場合であっても、発光管３１に適切に冷却風を案内するこ
とができる。
【００４８】
　風向調整部材６と同様に金属板により形成された外枠部材７は、左右方向に延びる平板
状の基部７１と、基部７１に対して屈曲させて形成されるとともに基部７１の右側端部に
接続された右側枠部７２と、基部７１に対して屈曲させて形成されるとともに基部７１の
左側端部に接続された左側枠部７３とを有している。
【００４９】
　基部７１の後側端部であって、かつ、基部７１の左側端部及び右側端部には、前後方向
において弾性を有する弾性部７１ａが設けられている。弾性部７１ａは、基部７１に対し
て上方に屈曲させて形成されている。また、基部７１の前側端部には、基部７１に対して
上方に屈曲させて形成された四角枠部７４が設けられている。四角枠部７４の上端が、後
方に折り曲げられて形成されることにより、四角枠部７４は、ランプハウジング４の上側
壁部４３の前側端部に設けられた突起４３ｃに引っ掛かって止められる掛止部７４ａを有
している。
【００５０】
　本実施形態においては、外枠部材７をランプハウジング４の取り付ける場合には、ラン
プ３の右側端部及び左側端部に設けられた通気口３５に風向板６１を差し込んで風向調整
部材６をランプハウジング４に設けた後に、ランプハウジング４に対して外枠部材７を設
ける。このとき、リフレクタ３２の下側端部であって、かつ、リフレクタ３２の右側端部
及び左側端部が、弾性部７１ａにより前方に押さえつけられる。即ち、ランプ３の下側端
部がランプハウジング４の前側壁部４５に押さえつけられる。さらに、上側壁部４３の突
起４３ｃに掛止部７４ａが引っ掛けられることによって、外枠部材７の基部７１によりリ
フレクタ３２の下側端部が上方に押さえつけられて、リフレクタ３２の上側端面３２ａが
上側壁部４３に押さえつけられる。このようにして、外枠部材７は、ランプ３を前後方向
においてランプハウジング４に押さえつけるとともに、ランプ３を上下方向においてラン
プハウジング４に押さえつけている。
【００５１】
　図２（ｂ）に示すように、基部７１には開口７１ｂが形成されている。この開口７１ｂ
は、下方から見てランプ３の下側端部に設けられた通気口３５と重なる位置に設けられて
いる。また、基部７１と同様に、左側枠部７３には開口７３ａが形成されるともに、図２
（ａ）に示すように、右側枠部７２にも開口７２ａが形成されている。開口７２ａは、右
方から見てランプ３の右側端部に設けられた通気口３５と重なる位置に設けられている。
また、開口７３ａは、左方から見てランプ３の左側端部に設けられた通気口３５と重なる
位置に設けられている。
【００５２】
　開口７１ｂ，７２ａ，７３ａには、それぞれ、格子状に形成された格子部材７５が設け
られている。格子部材７５は、例えば、金属製の網であるメッシュにより形成されて、ス
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ポット溶接により外枠部材７に固定されている。このようにして、発光管３１が破裂した
場合であって、発光管３１の破片がランプユニット２の外部に飛散することが抑制されて
いる。
【００５３】
　図２に示すように、右側枠部７２及び左側枠部７３は、ねじ７６を用いてランプハウジ
ング４に対して固定される。ねじ７６により、右側枠部７２及び左側枠部７３とともに、
風向調整部材６がランプハウジング４に対して固定される。ランプハウジング４に外枠部
材７を取り付けた後に、図２（ａ）に示すように、ランプハウジング４に形成された開口
４６を覆う開口カバー８１と、ランプユニット２に係る情報が記憶されるＩＣチップ８２
とがランプハウジング４に対してねじ止めされる。また、図２（ｂ）に示すように、コネ
クタ３７がランプハウジング４に対してねじ止めされるとともに、ケーブル３６を覆うケ
ーブルカバー８３がランプハウジング４に設けられる。
【００５４】
　以上のように構成されたランプユニット２を備えるプロジェクタ１は、ランプ３を用い
て映像を表示する。具体的には、例えば、液晶パネルを備えたプロジェクタ１は、ランプ
３が発した光を液晶パネルに透過させることにより映像を生成するとともに、この映像を
スクリーン等に投写して表示する。ランプ３の寿命が尽きて点灯できなくなったときには
、ランプユニット２を交換することにより、点灯可能なランプ３に交換される。
【００５５】
　本実施形態によれば、以下の効果を得ることができる。
　（１）ランプ３をランプハウジング４の内部において保持するランプ保持用金具５は、
ランプハウジング４の内壁４ｂとランプ３とに挟まれるとともに弾性を有する弾性部５２
ｂ，５３ｂと、ランプハウジング４を貫通する開口４１ｂ，４２ｂに差し込まれるととも
にランプハウジング４の外壁４ａに引っ掛けられる掛止部５２ｃ，５３ｃとを有する。こ
のため、掛止部５２ｃ，５３ｃが、ランプハウジング４の開口４１ｂ，４２ｂに差し込ま
れてランプハウジング４の外壁４ａに引っ掛けられることにより、ランプハウジング４に
対してランプ保持用金具５が確実に固定される。即ち、ランプハウジング４を貫通する開
口４１ｂ，４２ｂに差し込まれた掛止部５２ｃ，５３ｃは、ランプハウジング４の外壁４
ａに引っ掛からない状態にしないと、ランプハウジング４の開口４１ｂ，４２ｂから抜く
ことができない。従って、ランプ保持用金具５の一部である掛止部５２ｃ，５３ｃの移動
は、ランプハウジング４の開口４１ｂ，４２ｂにより確実に規制され、ランプハウジング
４に対してランプ保持用金具５が確実に固定される。また、ねじ等の固定具を用いずにラ
ンプ保持用金具５を簡易な構造で固定することができ、部品点数の削減等も図ることがで
きる。従って、ランプ保持用金具５を簡易な構造でランプハウジング４に対して確実に固
定することができる。
【００５６】
　（２）ランプユニット２は、ランプ保持用金具５と、発光管３１及びリフレクタ３２を
含むランプ３と、ランプ３が収容されたランプハウジング４とを備えている。弾性部５２
ｂ，５３ｂがランプハウジング４の内壁４ｂとランプ３とに挟まれることにより、掛止部
５２ｃ，５３ｃがランプハウジング４の外壁４ａに押しつけられて引っ掛けられている。
このため、ランプ保持用金具５の弾性部５２ｂ，５３ｂがランプハウジング４の内壁４ｂ
とランプ３とに挟まれることによって、ランプハウジング４に対してランプ保持用金具５
が確実に固定され、ランプ３の光軸を適切に位置決めすることができる。
【００５７】
　（３）掛止部５２ｃ，５３ｃは、ランプハウジング４の外壁４ａに当たって接する当接
部５２ｄ，５３ｄと、開口４１ｂ，４２ｂに差し込まれるとともに、弾性部５２ｂ，５３
ｂと当接部５２ｄ，５３ｄとを接続する接続部５２ｅ，５３ｅとを有している。このため
、接続部５２ｅ，５３ｅに、ランプハウジング４の内部に引っ張る力を作用させることに
より、接続部５２ｅ，５３ｅに接続された当接部５２ｄ，５３ｄを、ランプハウジング４
の外壁４ａに向けて押しつけることができる。
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【００５８】
　（４）弾性部５２ｂ，５３ｂがランプハウジング４の内壁４ｂとランプ３とに挟まれる
ことによって、ランプハウジング４の内部に引っ張る力が接続部５２ｅ，５３ｅに作用し
て、接続部５２ｅ，５３ｅを介して弾性部５２ｂ，５３ｂに接続されている当接部５２ｄ
，５３ｄが、ランプハウジング４の外壁４ａに対して押しつけられている。このため、弾
性部５２ｂ，５３ｂと当接部５２ｄ，５３ｄとを接続する接続部５２ｅ，５３ｅに作用す
る力が、当接部５２ｄ，５３ｄをランプハウジング４の外壁４ａに押しつける力となる。
【００５９】
　（５）プロジェクタ１は、ランプユニット２を備え、ランプ３を映像表示用の光源とし
て用いる。このため、上記（１）～（４）に記載の効果を得ることができ、また、映像の
光軸を適切に設けることができる。
【００６０】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨に基づいて種
々の設計変更をすることが可能であり、それらを本発明の範囲から除外するものではない
。例えば、上記実施形態を以下のように変更してもよく、以下の変更を組み合わせて実施
してもよい。
【００６１】
　・ランプ保持用金具５は、左右方向におけるランプ３の両側端部を保持するものでなく
てもよい。また、ランプ保持用金具５の形状を適宜変更してもよい。例えば、ランプ保持
用金具は、右側保持部５２と左側保持部５３とが分離されたものであってもよい。また、
例えば、ランプ保持用金具５は、左右方向におけるランプ３の両側端部のうち一方の端部
を保持するものであってもよい。
【００６２】
　・投写型映像表示装置は、液晶パネルに光を透過させることにより映像を生成するプロ
ジェクタ１に限定されない。例えば、ＤＭＤ（Digital Micromirror Device）を用いて光
を選択的に反射させることにより映像を生成するプロジェクタに本発明を適用することも
できる。
【符号の説明】
【００６３】
　１…プロジェクタ（投写型映像表示装置）、２…ランプユニット、３…ランプ、４…ラ
ンプハウジング、４ａ…外壁、４ｂ…内壁、５…ランプ保持用金具、６…風向調整部材、
７…外枠部材、１０…筐体、３１…発光管、３２…リフレクタ、３３…発光管支持部材、
３４…カバーガラス、３５…通気口、３６…ケーブル、３７…コネクタ、４１…右側壁部
、４２…左側壁部、４１ａ，４１ｂ，４２ｂ，４２ｂ…開口、４３…上側壁部、４３ｂ，
４３ｃ…突起、４４…後側壁部、４５…前側壁部、４５ａ…開口、５１…基部、５１ａ…
弾性部、５２…右側保持部、５２ａ…右側基部、５３…左側保持部、５３ａ…左側基部、
５２ｂ，５３ｂ…弾性部、５２ｃ，５３ｃ…掛止部、５２ｄ，５３ｄ…当接部、５２ｅ，
５３ｅ…接続部、６１…風向板、７１…基部、７１ａ…弾性部、７２…右側枠部、７３…
左側枠部、７２ａ，７３ａ…開口、７４…四角枠部、７４ａ…掛止部、７５…格子部材。
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